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（訂正・数値データ訂正あり）「平成 27年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」 

の一部訂正に関するお知らせ 

 

当社は、本日付「有価証券報告書等の訂正報告書および平成 27年３月期第４四半期報告

書の提出ならびに過年度決算短信等に関するお知らせ」においてお知らせいたしましたと

おり、社内調査委員会による調査の結果、当社における不適切な取引および訂正の対象と

なり得る会計処理が判明したことを受けて、決算短信等の訂正を行いましたので、下記の

とおりお知らせいたします。 

なお、最初に訂正箇所の主な内容を記載したうえで、訂正後の全文を添付して該当箇所

下線を付して表示するとともに、参考として訂正前の全文を添付しております。 

今般、不適切な会計処理を未然に防止できず、株主様、投資家様及び関係者の皆様には、

多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしますことを深くお詫び申し上げます。 

記 
１．訂正を行う決算短信等 
  決算短信等の名称  平成 27 年第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 
  決算短信等の公表日 平成 26 年９月 12 日 
 
２．訂正の主な内容等 

 訂正前 訂正後 影響額 

平成 27年３月期 

(第 22期)第３四半期 

売上高 10,635 10,635 ― 

営業利益 62 70 8 

経常利益 62 76 13 

当期純利益 △216 △56 160 

総資産 4,244 4,237 △７ 

純資産 2,221 2,214 △７ 

以上 
 



  

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 有 

  

  

（注）当社の事業年度は、毎年11月１日から10月31日までの１年間としておりましたが、平成26年７月29日に開催さ

れました臨時株主総会の決議により、毎年４月１日から３月31日までの１年間に変更となりました。 
  

  

  

  

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
  

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

   当社の事業年度は、毎年11月１日から10月31日までの１年間としておりましたが、平成26年７月29日に開催さ

れました臨時株主総会の決議により、毎年４月１日から３月31日までの１年間に変更となりました。この決算

期変更の経過期間となる平成27年３月期は、平成25年11月１日から平成27年３月31日までの17ヶ月決算となり

ます。なお、連結業績予想につきましては、決算期変更の前の数値を据え置いており、決算期変更に伴う業績

予想の修正に関しましては、算出が出来次第お知らせいたします。 

    
 

平成27年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成26年9月12日

 

上 場 会 社 名 株式会社 京王ズホールディングス 上場取引所  東
 

コ ー ド 番 号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp/ 
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)湯瀬 昭宏   
問合せ先責任者 (役職名)管理本部長 (氏名)濱島 永憲 (TEL)022(722)0333 
 

四半期報告書提出予定日 平成26年9月16日 配当支払開始予定日 ― 
 

(百万円未満切捨て)
 

１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成25年11月1日～平成26年7月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第３四半期 10,653 △6.2 70 △73.1 76 △67.8 △56 ― 
25年10月期第３四半期 11,336 9.4 261 △24.5 236 △25.3 36 △85.2 

 

(注) 包括利益 27年３月期第３四半期 △67百万円(―)   25年10月期第３四半期 43百万円(△82.4％)
 

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
  円 銭 円 銭 

27年３月期第３四半期 △10 22 ―   
25年10月期第３四半期 6 70 ―   

 

（２）連結財政状態   
 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第３四半期 4,237 2,214 52.2 402 70 
25年10月期 5,041 2,309 45.8 419 89 

 

(参考) 自己資本 27年３月期第３四半期 2,213百万円  25年10月期 2,307百万円
 

２．配当の状況

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 第４四半期末 第５四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

25年10月期 ―   0 00 ―   ―   ―   5 00 5 00 

27年３月期 ―   0 00 ―                   

27年３月期(予想)             ―   ―   5 00 5 00 
 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成25年11月1日～平成27年3月31日）
  (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 16,000 5.9 350 △6.4 300 △14.0 200 375.4 36 39 
 



  

(注) 当社は、平成25年５月１日付で普通株式１株を100株とする株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に
当該株式分割が行われたと仮定して発行済株式数（普通株式）を記載しております。 

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 

  
  

（業績予想の適切な利用に関する説明） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま

せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想に関

する定性的情報」をご覧ください。 

  
（決算期の変更について） 

当社は、事業年度を毎年11月１日から10月31日までの１年間としておりましたが、平成26年７月29日

に開催されました臨時株主総会の決議により、毎年４月１日から３月31日までの１年間に変更となりま

した。この決算期変更の経過期間となる平成27年３月期は、平成25年11月１日から平成27年３月31日ま

での17ヶ月決算となります。 

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

  新規 ― 社 (社名)          、除外 ― 社 (社名) 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期３Ｑ 5,614,600株 25年10月期 5,614,600株 

② 期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 118,500株 25年10月期 118,500株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 5,496,100株 25年10月期３Ｑ 5,496,100株 
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種経済対策や金融政策の効果により、

景気回復への期待感が高まったものの、４月に実施された消費税率引き上げに向けた駆け込み需要とその

反動減が影響したことから依然として景気の見通しは不透明な状況が続きました。 

そのような状況のなか、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は10,653百万円（前

年同期比6.2％減）、営業利益は70百万円（前年同期比73.0％減）、経常利益は76百万円（前年同期比

67.8％減）、四半期純損失は56百万円（前年同期は36百万円の四半期純利益）となっております。これ

は、積極的な新卒採用を継続して行っていることにより、販売費及び一般管理費が増加したものでありま

す。また、当社グループにおける主力事業である移動体通信事業におきまして、総販売台数については前

年同月対比において堅調に推移しているものの、平均粗利単価が低下したことが利益減の主な要因となり

ます。 

なお、セグメント別の業績は以下のとおりであります。 

① 移動体通信事業 

移動体通信事業におきましては、キャッシュバック戦略が終了して以降、ＭＮＰを含む新規の契約件

数が減少したこと及び、高いお客様満足度を維持できる従業員の採用と育成に注力したことにより、売

上高は10,082百万円（前年同期比6.1％減）、営業利益は、153百万円（前年同期比39.3％減）となって

おります。 

  

② テレマーケティング事業 

テレマーケティング事業におきましては、継続率が向上したものの、商品の低価格化により、売上高

は376百万円（前年同期比15.7％減）、営業利益は92百万円（前年同期比43.8％減）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（連結経営成績サマリー）   （百万円未満切捨て） 

  平成25年10月期 
第３四半期 

平成27年３月期 
第３四半期 

増減額 増減率 

売上高 11,336百万円 10,635百万円 △701百万円 △6.2％ 

営業利益 261百万円 70百万円 △191百万円 △73.0％ 

経常利益 236百万円 76百万円 △160百万円 △67.8％ 

四半期純利益 36百万円 △56百万円 △92百万円 ― 

１株当たり四半期純利益 6.70円 △10.22円 △16.91円 ― 
 

・売上高 10,082百万円 （前年同期比6.1％減） 

・営業利益 153百万円 （前年同期比39.3％減） 
 

・売上高 376百万円 （前年同期比15.7％減） 

・営業利益 92百万円 （前年同期比43.8％減） 
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③ 不動産事業 

不動産事業におきましては、東日本大震災による影響から主要賃貸不動産が全壊認定となり、行政負

担による工事が行われております。その為、一部での営業となっており、売上高は12百万円（前年同期

比11.6％増）、営業利益５百万円（前年同期比652.6％増）となっております。 

  

④ その他 

震災の影響もあり、通信回線サービス事業につきましては営業を縮小しておりますが、医療・介護事

業において介護予防通所介護施設を運営しており、売上高は163百万円（前年同期比18.3％増）、営業

損失18百万円（前年同期は44百万円の営業損失）となっております。 

  

※当第３四半期連結累計期間より、従来の「移動体通信店舗事業」のセグメント名称を「移動体通信事業」

に変更しております。また、従来の「不動産賃貸事業」のセグメント名称を「不動産事業」に変更してお

ります。 

  

当第３四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は121

百万円増加して2,411百万円、固定資産は924百万円減少して1,819百万円となりました。これは主に固

定資産491百万円を商品へ振替たことによるものであります。その結果、総資産は804百万円減少して

4,237百万円となりました。 

負債の状況は、流動負債は746百万円減少して1,692百万円、固定負債は36百万円増加して329百万円

となりました。これは主に長期借入金の長短振替並びに社債及び借入金の合計426百円の減少によるも

のであります。その結果、負債総額は710百万円減少して2,022百万円となりました。 

純資産の状況は、94百万円減少して2,214百万円となりました。 

  

平成26年７月29日に開催されました臨時株主総会の決議により、当社の事業年度が毎年４月１日から

３月31日までに変更になったことにより、その経過年度である平成27年３月期は平成25年11月１日から

平成27年３月31日までの17ヶ月間となりました。なお、連結業績予想につきましては、決算期変更の前

の数値を据え置いており、決算期変更に伴う業績予想の修正に関しましては、算出が出来次第お知らせ

いたします。 

・売上高 12百万円 （前年同期比11.6％増） 

・営業利益 ５百万円 （前年同期比652.6％増） 
 

・売上高 163百万円 （前年同期比18.3％増） 

・営業損失 △18百万円 （前年同期比 ― ） 
 

（２）財政状態に関する説明

  （百万円未満切捨て） 

  平成25年10月期末 
(平成25年10月31日) 

平成27年３月期 
第３四半期末 

(平成26年７月31日) 

増減額 

資産合計 5,041百万円 4,237百万円 △804百万円 

負債合計 2,732百万円 2,022百万円 △710百万円 

純資産合計 2,309百万円 2,214百万円 △94百万円 

自己資本比率 45.8％ 52.2％ 6.4 point 

１株当たり純資産 419.89円 402.70円 △17.20円 
 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

        前連結会計年度 
(平成25年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成26年７月31日) 

資産の部     
  流動資産     
    現金及び預金 341,711 197,302
    売掛金 1,393,404 1,170,813
    商品 257,367 719,042
    その他 300,718 339,024

    貸倒引当金 △2,511 △14,457

    流動資産合計 2,290,690 2,411,725

  固定資産     
    有形固定資産     
      土地 617,803 －
      その他（純額） 210,799 162,886

      有形固定資産合計 828,603 162,886

    無形固定資産     
      のれん 1,490,858 1,363,655

      その他 11,370 7,122

      無形固定資産合計 1,502,228 1,370,777

    投資その他の資産     
      株主及び株主保有会社に対する金銭債権 637,573 632,273
      その他 414,273 286,088

      貸倒引当金 △638,534 △632,273

      投資その他の資産合計 413,311 286,088

    固定資産合計 2,744,143 1,819,753

  繰延資産     

    社債発行費 6,979 5,642

    繰延資産合計 6,979 5,642

  資産合計 5,041,813 4,237,121
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(単位：千円)

      前連結会計年度 
(平成25年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成26年７月31日) 

負債の部     
  流動負債     
    買掛金 1,282,252 943,134
    短期借入金 113,200 80,000
    1年内返済予定の長期借入金 548,749 108,128
    1年内償還予定の社債 90,000 75,000
    未払法人税等 44,498 25,802
    賞与引当金 49,642 36,555
    その他 311,056 424,371

    流動負債合計 2,439,399 1,692,992

  固定負債     
    社債 195,000 150,000
    長期借入金 69,976 162,411

    その他 28,127 17,052

    固定負債合計 293,103 329,463

  負債合計 2,732,503 2,022,456

純資産の部     
  株主資本     
    資本金 1,199,086 1,199,086
    資本剰余金 822,760 822,760
    利益剰余金 284,822 201,201
    自己株式 △9,798 △9,798

    株主資本合計 2,296,870 2,213,249

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 10,890 －

    その他の包括利益累計額合計 10,890 －

  新株予約権 － －

  少数株主持分 1,549 1,415

  純資産合計 2,309,310 2,214,665

負債純資産合計 5,041,813 4,237,121
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間
(単位：千円)

    
前第３四半期連結累計期間 

(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年11月１日 

 至 平成26年７月31日) 

売上高 11,336,635 10,635,037

売上原価 9,445,789 8,713,741

売上総利益 1,890,846 1,921,296

販売費及び一般管理費 1,629,222 1,850,776

営業利益 261,624 70,520

営業外収益     
  受取利息 503 297
  有価証券売却益 － 24,566
  貸倒引当金戻入額 2,464 4,124
  受取助成金 5,250 3,550

  その他 11,277 16,902

  営業外収益合計 19,495 49,441

営業外費用     
  支払利息 16,072 6,697
  休止固定資産関係費用 13,746 3,840
  貸倒引当金繰入額 － 14,457

  その他 14,612 18,763

  営業外費用合計 44,430 43,759

経常利益 236,688 76,202

特別利益     
  新株予約権戻入益 1,249 －
  受取補償金 17,125 11,596
  預り敷金償却益 21,210 －

  災害損失引当金戻入額 16,500 －

  特別利益合計 56,085 11,596

特別損失     
  商品評価損 － 17,408
  固定資産除却損 155,575 5,720
  投資有価証券評価損 － 19,200
  災害による損失 1,585 －
  和解金 3,500 －
  不明支出金損失 49,420 12,640

  その他 － 14,110

  特別損失合計 210,080 69,080

税金等調整前四半期純利益 82,693 18,717

法人税、住民税及び事業税 19,469 18,162

法人税等調整額 26,568 56,828

法人税等合計 46,038 74,991

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△） 

36,654 △56,273

少数株主損失（△） △147 △133
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(単位：千円)

  
前第３四半期連結累計期間 

(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年11月１日 

 至 平成26年７月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 36,802 △56,140
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間
(単位：千円)

    
前第３四半期連結累計期間 

(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年11月１日 

 至 平成26年７月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△） 

36,654 △56,273

その他の包括利益     
  その他有価証券評価差額金 7,187 △10,890

  その他の包括利益合計 7,187 △10,890

四半期包括利益 43,842 △67,164

（内訳）     
  親会社株主に係る四半期包括利益 43,990 △67,031
  少数株主に係る四半期包括利益 △147 △133
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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１．前第３四半期連結累計期間（自 平成24年11月１日 至 平成25年７月31日） 

（千円）

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業等を

含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△111,200千円には、各報告セグメントに配分していない

全社費用△111,127千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．当第３四半期連結累計期間（自 平成25年11月１日 至 平成26年７月31日） 

（千円）

(注) １．当第３四半期連結累計期間より、従来の「移動体通信店舗事業」のセグメント名称を「移動体通

信事業」に変更しております。また、従来の「不動産賃貸事業」のセグメント名称を「不動産事

業」に変更しております。 

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業等を

含んでおります。 

３．セグメント利益又は損失(△)の調整額△162,046千円には、各報告セグメントに配分していない

全社費用△162,046千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。 

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（セグメント情報等）

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)３ 

移動体通信
事業 

テレマーケ
ティング 

事業 

不動産 
事業 

計 

売上高                 

外部顧客へ
の売上高 

10,740,161 446,867 11,538 11,198,566 138,069 11,336,635 ― 11,336,635 

セグメント
間の内部売
上高 

― ― ― ― 73 73 △73 ― 

計 10,740,161 446,867 11,538 11,198,566 138,142 11,336,709 △73 11,336,635 

セグメント利
益 又 は 損 失
(△) 

252,470 164,072 714 417,257 △44,432 372,825 △111,200 261,624 

 

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)３ 

移動体通信
事業 

テレマーケ
ティング 

事業 

不動産 
事業 

計 

売上高                 

外部顧客へ
の売上高 

10,082,012 376,821 12,881 10,471,715 163,322 10,653,037 ― 10,653,037 

セグメント
間の内部売
上高 

― ― ― ― ― ― ― ― 

計 10,082,012 376,821 12,881 10,471,715 163,322 10,653,037 ― 10,653,037 

セグメント利
益 又 は 損 失
(△) 

153,153 92,266 5,376 250,796 △18,229 232,566 △162,046 70,520 
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四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 有 

  

  

（注）当社の事業年度は、毎年11月１日から10月31日までの１年間としておりましたが、平成26年７月29日に開催さ

れました臨時株主総会の決議により、毎年４月１日から３月31日までの１年間に変更となりました。 
  

  

  

  

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
  

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

   当社の事業年度は、毎年11月１日から10月31日までの１年間としておりましたが、平成26年７月29日に開催さ

れました臨時株主総会の決議により、毎年４月１日から３月31日までの１年間に変更となりました。この決算

期変更の経過期間となる平成27年３月期は、平成25年11月１日から平成27年３月31日までの17ヶ月決算となり

ます。なお、連結業績予想につきましては、決算期変更の前の数値を据え置いており、決算期変更に伴う業績

予想の修正に関しましては、算出が出来次第お知らせいたします。 

（参考） 

  
 

平成27年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成26年9月12日

 

上 場 会 社 名 株式会社 京王ズホールディングス 上場取引所  東
 

コ ー ド 番 号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp/ 
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)湯瀬 昭宏   
問合せ先責任者 (役職名)管理本部長 (氏名)濱島 永憲 (TEL)022(722)0333 
 

四半期報告書提出予定日 平成26年9月16日 配当支払開始予定日 ― 
 

(百万円未満切捨て)
 

１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成25年11月1日～平成26年7月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第３四半期 10,653 △6.2 62 △68.7 62 △67.1 △216 ― 
25年10月期第３四半期 11,336 9.4 198 △39.6 189 △36.6 39 △84.1 

 

(注) 包括利益 27年３月期第３四半期 △227百万円(―)   25年10月期第３四半期 46百万円(△81.2％)
 

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
  円 銭 円 銭 

27年３月期第３四半期 △39 44 ―   
25年10月期第３四半期 7 12 ―   

 

（２）連結財政状態   
 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第３四半期 4,244 2,221 52.3 404 01 
25年10月期 5,213 2,477 47.5 450 43 

 

(参考) 自己資本 27年３月期第３四半期 2,220百万円  25年10月期 2,475百万円
 

２．配当の状況

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 第４四半期末 第５四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

25年10月期 ―   0 00 ―   ―   ―   5 00 5 00 

27年３月期 ―   0 00 ―                   

27年３月期(予想)             ―   ―   5 00 5 00 
 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成25年11月1日～平成27年3月31日）
  (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 16,000 5.9 350 18.1 300 1.5 200 258.5 36 39 
 



  

(注) 当社は、平成25年５月１日付で普通株式１株を100株とする株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に
当該株式分割が行われたと仮定して発行済株式数（普通株式）を記載しております。 

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 

  
  

（業績予想の適切な利用に関する説明） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま

せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想に関

する定性的情報」をご覧ください。 

  
（決算期の変更について） 

当社は、事業年度を毎年11月１日から10月31日までの１年間としておりましたが、平成26年７月29日

に開催されました臨時株主総会の決議により、毎年４月１日から３月31日までの１年間に変更となりま

した。この決算期変更の経過期間となる平成27年３月期は、平成25年11月１日から平成27年３月31日ま

での17ヶ月決算となります。 

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

  新規 ― 社 (社名)          、除外 ― 社 (社名) 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期３Ｑ 5,614,600株 25年10月期 5,614,600株 

② 期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 118,500株 25年10月期 118,500株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 5,496,100株 25年10月期３Ｑ 5,496,100株 
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種経済対策や金融政策の効果により、

景気回復への期待感が高まったものの、４月に実施された消費税率引き上げに向けた駆け込み需要とその

反動減が影響したことから依然として景気の見通しは不透明な状況が続きました。 

そのような状況のなか、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は10,653百万円（前

年同期比6.2％減）、営業利益は62百万円（前年同期比68.7％減）、経常利益は62百万円（前年同期比

67.1％減）、四半期純損失は216百万円（前年同期は39百万円の四半期純利益）となっております。これ

は、積極的な新卒採用を継続して行っていることにより、販売費及び一般管理費が増加したものでありま

す。また、当社グループにおける主力事業である移動体通信事業におきまして、総販売台数については前

年同月対比において堅調に推移しているものの、平均粗利単価が低下したことが利益減の主な要因となり

ます。 

なお、セグメント別の業績は以下のとおりであります。 

① 移動体通信事業 

移動体通信事業におきましては、キャッシュバック戦略が終了して以降、ＭＮＰを含む新規の契約件

数が減少したこと及び、高いお客様満足度を維持できる従業員の採用と育成に注力したことにより、売

上高は10,082百万円（前年同期比6.1％減）、営業利益は、153百万円（前年同期比39.3％減）となって

おります。 

  

② テレマーケティング事業 

テレマーケティング事業におきましては、継続率が向上したものの、商品の低価格化により、売上高

は376百万円（前年同期比15.7％減）、営業利益は92百万円（前年同期比43.4％減）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（連結経営成績サマリー）   （百万円未満切捨て） 

  平成25年10月期 
第３四半期 

平成27年３月期 
第３四半期 

増減額 増減率 

売上高 11,336百万円 10,653百万円 △701百万円 △6.2％ 

営業利益 198百万円 62百万円 △136百万円 △68.7％ 

経常利益 189百万円 62百万円 △127百万円 △67.1％ 

四半期純利益 39百万円 △216百万円 △255百万円 ― 

１株当たり四半期純利益 7.12円 △39.44円 △46.57円 ― 
 

・売上高 10,082百万円 （前年同期比6.1％減） 

・営業利益 153百万円 （前年同期比39.3％減） 
 

・売上高 376百万円 （前年同期比15.7％減） 

・営業利益 92百万円 （前年同期比43.4％減） 
 



  
③ 不動産事業 

不動産事業におきましては、東日本大震災による影響から主要賃貸不動産が全壊認定となり、行政負

担による工事が行われております。その為、一部での営業となっており、売上高は12百万円（前年同期

比11.6％増）、営業利益５百万円（前年同期比652.6％増）となっております。 

  

④ その他 

震災の影響もあり、通信回線サービス事業につきましては営業を縮小しておりますが、医療・介護事

業において介護予防通所介護施設を運営しており、売上高は163百万円（前年同期比18.3％増）、営業

損失18百万円（前年同期は44百万円の営業損失）となっております。 

  

※当第３四半期連結累計期間より、従来の「移動体通信店舗事業」のセグメント名称を「移動体通信事業」

に変更しております。また、従来の「不動産賃貸事業」のセグメント名称を「不動産事業」に変更してお

ります。 

  

当第３四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は121

百万円増加して2,413百万円、固定資産は1,089百万円減少して1,824百万円となりました。これは主に

固定資産491百万円を商品へ振替たことによるものであります。その結果、総資産は969百万円減少して

4,244百万円となりました。 

負債の状況は、流動負債は750百万円減少して1,692百万円、固定負債は36百万円増加して329百万円

となりました。これは主に長期借入金の長短振替並びに社債及び借入金の合計426百円の減少によるも

のであります。その結果、負債総額は714百万円減少して2,022百万円となりました。 

純資産の状況は、255百万円減少して2,221百万円となりました。 

  

平成26年７月29日に開催されました臨時株主総会の決議により、当社の事業年度が毎年４月１日から

３月31日までに変更になったことにより、その経過年度である平成27年３月期は平成25年11月１日から

平成27年３月31日までの17ヶ月間となりました。なお、連結業績予想につきましては、決算期変更の前

の数値を据え置いており、決算期変更に伴う業績予想の修正に関しましては、算出が出来次第お知らせ

いたします。 

・売上高 12百万円 （前年同期比11.6％増） 

・営業利益 ５百万円 （前年同期比652.6％増） 
 

・売上高 163百万円 （前年同期比18.3％増） 

・営業損失 △18百万円 （前年同期比 ― ） 
 

（２）財政状態に関する説明

  （百万円未満切捨て） 

  平成25年10月期末 
(平成25年10月31日) 

平成27年３月期 
第３四半期末 

(平成26年７月31日) 

増減額 

資産合計 5,213百万円 4,244百万円 △969百万円 

負債合計 2,736百万円 2,022百万円 △714百万円 

純資産合計 2,477百万円 2,221百万円 △255百万円 

自己資本比率 47.5％ 52.3％ 4.8 point 

１株当たり純資産 450.43円 404.01円 △46.43円 
 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明



  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



  

 

４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

        前連結会計年度 
(平成25年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成26年７月31日) 

資産の部     
  流動資産     
    現金及び預金 341,711 197,302
    売掛金 1,393,404 1,170,813
    商品 257,367 719,042
    その他 302,734 341,040

    貸倒引当金 △2,511 △14,457

    流動資産合計 2,292,706 2,413,741

  固定資産     
    有形固定資産     
      土地 617,803 －
      その他（純額） 210,799 162,886

      有形固定資産合計 828,603 162,886

    無形固定資産     
      のれん 1,490,858 1,363,655

      その他 11,370 7,122

      無形固定資産合計 1,502,228 1,370,777

    投資その他の資産     
      株主及び株主保有会社に対する金銭債権 637,573 632,273
      その他 420,073 291,092

      貸倒引当金 △474,271 △632,273

      投資その他の資産合計 583,374 291,092

    固定資産合計 2,914,206 1,824,757

  繰延資産     

    社債発行費 6,979 5,642

    繰延資産合計 6,979 5,642

  資産合計 5,213,892 4,244,141

            
 



(単位：千円)

      前連結会計年度 
(平成25年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成26年７月31日) 

負債の部     
  流動負債     
    買掛金 1,282,252 943,134
    短期借入金 113,200 80,000
    1年内返済予定の長期借入金 548,749 108,128
    1年内償還予定の社債 90,000 75,000
    未払法人税等 44,498 25,618
    賞与引当金 52,396 36,555
    その他 312,531 424,371

    流動負債合計 2,443,628 1,692,809

  固定負債     
    社債 195,000 150,000
    長期借入金 69,976 162,411

    その他 28,127 17,052

    固定負債合計 293,103 329,463

  負債合計 2,736,732 2,022,272

純資産の部     
  株主資本     
    資本金 1,199,086 1,199,086
    資本剰余金 822,760 822,760
    利益剰余金 452,672 208,405
    自己株式 △9,798 △9,798

    株主資本合計 2,464,720 2,220,453

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 10,890 －

    その他の包括利益累計額合計 10,890 －

  新株予約権 － －

  少数株主持分 1,549 1,415

  純資産合計 2,477,160 2,221,868

負債純資産合計 5,213,892 4,244,141

          
 



  
（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：千円)

    
前第３四半期連結累計期間 

(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年11月１日 

 至 平成26年７月31日) 

売上高 11,336,635 10,635,037

売上原価 9,445,789 8,713,741

売上総利益 1,890,846 1,921,296

販売費及び一般管理費 1,692,074 1,859,004

営業利益 198,772 62,292

営業外収益     
  受取利息 503 297
  有価証券売却益 － 24,566
  貸倒引当金戻入額 19,755 －

  その他 15,015 18,941

  営業外収益合計 35,273 43,805

営業外費用     
  支払利息 17,545 6,697
  休止固定資産関係費用 13,746 3,840
  貸倒引当金繰入額 － 14,457

  その他 13,139 18,763

  営業外費用合計 44,430 43,759

経常利益 189,615 62,337

特別利益     
  新株予約権戻入益 1,249 －
  受取補償金 17,125 11,596
  預り敷金償却益 21,210 －

  災害損失引当金戻入額 16,500 －

  特別利益合計 56,085 11,596

特別損失     
  固定資産除却損 155,575 5,720
  災害による損失 1,585 －
  和解金 3,500 －
  貸倒引当金繰入額 － 160,138

  その他 － 50,003

  特別損失合計 160,660 215,862

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△） 

85,039 △141,928

法人税、住民税及び事業税 19,469 18,162

法人税等調整額 26,568 56,828

法人税等合計 46,038 74,991

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△） 

39,001 △216,919

少数株主損失（△） △147 △133

四半期純利益又は四半期純損失（△） 39,149 △216,786

        
 



  
四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間
(単位：千円)

    
前第３四半期連結累計期間 

(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年11月１日 

 至 平成26年７月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 39,001 △216,919

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 7,187 △10,890

  その他の包括利益合計 7,187 △10,890

四半期包括利益 46,188 △227,810

（内訳）     
  親会社株主に係る四半期包括利益 46,336 △227,677
  少数株主に係る四半期包括利益 △147 △133
        
 



  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）



  

１．前第３四半期連結累計期間（自 平成24年11月１日 至 平成25年７月31日） 

（千円）

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業等を

含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△172,933千円には、各報告セグメントに配分していない

全社費用△172,860千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．当第３四半期連結累計期間（自 平成25年11月１日 至 平成26年７月31日） 

（千円）

(注) １．当第３四半期連結累計期間より、従来の「移動体通信店舗事業」のセグメント名称を「移動体通

信事業」に変更しております。また、従来の「不動産賃貸事業」のセグメント名称を「不動産事

業」に変更しております。 

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業等を

含んでおります。 

３．セグメント利益又は損失(△)の調整額△170,274千円には、各報告セグメントに配分していない

全社費用△170,274千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。 

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（セグメント情報等）

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)３ 

移動体通信
事業 

テレマーケ
ティング 

事業 

不動産 
事業 

計 

売上高                 

外部顧客へ
の売上高 

10,740,161 446,867 11,538 11,198,566 138,069 11,336,635 ― 11,336,635 

セグメント
間の内部売
上高 

― ― ― ― 73 73 △73 ― 

計 10,740,161 446,867 11,538 11,198,566 138,142 11,336,709 △73 11,336,635 

セグメント利
益 又 は 損 失
(△) 

252,470 162,952 714 416,137 △44,432 371,705 △172,933 198,772 

 

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)３ 

移動体通信
事業 

テレマーケ
ティング 

事業 

不動産 
事業 

計 

売上高                 

外部顧客へ
の売上高 

10,082,012 376,821 12,881 10,471,715 163,322 10,653,037 ― 10,653,037 

セグメント
間の内部売
上高 

― ― ― ― ― ― ― ― 

計 10,082,012 376,821 12,881 10,471,715 163,322 10,653,037 ― 10,653,037 

セグメント利
益 又 は 損 失
(△) 

153,153 92,266 5,376 250,796 △18,229 232,566 △170,274 62,292 

 




